
（様式） 

【担当課：教育委員会事務局 総務課】 

議   題 第８回総合教育会議 

日   時 平成 29 年２月 23 日（木）10 時 00 分～12 時 00 分 

場   所 大阪市役所本庁舎 屋上会議室 

出 席 者 

（特別顧問・特別参与）： 

大森特別顧問 

（職員等）： 

市長、林教育委員、高尾教育委員、西村教育委員、帯野教育委員、森末教育

委員 

教育委員会事務局（教育長、教育次長、総務部長、教育改革推進担当部長、

総務課長、教育政策課長ほか） 

政策企画室（政策企画室長、政策企画室理事、企画部長、政策改革担当課長

ほか） 

論   点 

１ 英語教育の充実について 

２ 学校評価について 

３ 学校適正配置審議会の報告について 

主 な 意 見 

・小学校低学年、中学年はフォニックスを全市的な普及を図っていくという

ことが大きなポイントである。 

・小学校の高学年から中学校にかけては、多読・多聴、ライティング、そう

いったものを導入し、あるいは強化して、暗号解読方式ではない本当の英

語力と、会話ごっこではない本当の英語力というものに結び付けていくと

いうことが、肝要であると考える。 

結   論 

・英語は重要だということは共通認識、大阪市の大きな方向性としてなって

いるので英語ラインを強化していく。 

・市長、特別顧問、教育委員の意見を生かしたかたちで学校と調整をし、こ

の 29 年度を英語強化の元年という位置づけをして、具体的にまずやるべき

こと、中期に渡って考えるべきことについて工程表を作成し、取り組んでい

く。 

資   料 http://www.city.osaka.lg.jp/seisakukikakushitsu/page/0000391984.html 

関 係 所 属 教育委員会事務局、政策企画室 

http://www.city.osaka.lg.jp/seisakukikakushitsu/page/0000391984.html

